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４年お仕事調査隊 （総合的な学習の時間）

本校 では、今年度、 県の新事業「 子どもの学び探求イノべーション」を受け、小中

合同で３年間研究することとなりました。総合的な学習で知念のふるさと学習を探求

していく学習です。知念地区教育目標の「地域とつながり 地域を愛し 新しい価値

観を生み出す児童の育成」に合致した学習です。

今回９月７・８日に４年生が「お仕事調査隊」で、地域の方々から学んでいた様子

を紹介します。

【しびらんか】川平さん 【海野区長】外間さん 【虹亀商店】三好さん

自分が選んだ商品をお客さ 明 治 38 年 か ら 続 く 海 野 沖縄が大好きで大学の時、

ん が気に入って買ってくれた ハ ーリー。戦 争やコロナ等 沖縄に来 た。幼い時から絵が

時 、とてもうれしく、制作者 で 開催できな かった年もあ 好きで自 信を持てるのが絵だ

と お客さんをつなげるという っ た が 、 今 年 120 回 を 迎 え った。そ れを生かして仕事が

喜びがある。 る ことができ た。みんなで したかっ た。伝統を守る仕事

紫微しび 鑾駕らんか 協 力し、これ まで続いた伝 を続け、 いろんな人に沖縄の

（ 星 の 王様 ） （ 籠 で 降 りて く る ） 統 文化を次世 代につなげた 魅力を伝えたい。

い。

【あざま共同売店】藤原さん 【 天ぷらパーラー まあ SUN】 【南城美術館】キムさん

比嘉さん

知念は人とのつながりを大 福 祉 の 仕 事 を 長 年 し て き 子どもの時に多くの美術品

切 にしていて、豊かな自然が た が、夢だっ た知名でパー を観てほ しいので、小学生は

あり、それらを生かしながら、ラ ーを開業で きた。お客さ 無料とし ている。たくさんの

あ ざま商店にしかない、オリ ん が 「 お い し い ね 」「 ま た 絵を観て おもしろさに気づい

ジ ナル商品を増やしていきた 来 るね」と言 ってくれた時 てほしい。

い。 とてもうれしいそうです。
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【 イ ス キ ア （ カ フ ェ ）】 【ヌーバレーについて】 【農業インゲン】

平山さん 屋我さん 普天間さん

ヌーバレー は、県内でも 気候に 合った作物を作てい

自分が作った料理で、お客 知 名・安座真 ・久手堅の３ る。直接 お客さんと顔を会わ

さんが癒されてもらえるよう 箇所にしかないもので、「ど せ て 販 売 し て い て 、「 お い し

メ ニューやくつろげる空間を ん な人も取り 残さない、救 か っ た か ら ま た 来 た よ 。」 と

意識している。 っ て あ げ る 。」 と い う 知 念 言っても らえる時がやりがい

の 心の表れだ そうです。来 を感じる 。収穫数を増やすこ

年 は意味と込 められた想い とを目標に頑張っている。

を知って参加してほしい。

講話をしてくれた皆さん。
ありがとうございました。

総勢 11 名の 貴重な話に子ど

も達は真 剣に耳を傾けていま

した。知 念を愛し、知念の伝

統 ・ 文 化 ・ 自 然 を 守 り な が

ら、ご活 躍されていることが

伝わりま した。子ども達の地

【がんじゅう駅】 【久高島イラブー漁】 域愛・職 業観に大きく響いた

平良さん 西銘さん と思いま す。お忙しい中、あ

りがとうございました。

農 業 ・ 漁 業 が 盛 ん で 、 定 置 ハブの 30 倍以上の毒を持
網 漁をしている所は県内で３ つ イラブ。琉 球王国時代、

箇 所しかない。知念の魅力を 王 家から３家 しか許可され

多 くの人々に伝えることで、 な かったそう で、滋養強壮

地 域の伝統文化や豊かな自然 剤 として王家 に収めたそう

を 守り、次世代へつないでい で す 。 400 年 の 中 で 死 者 が
きたい。 で た の は １ 件 の み だ そ う

で 、漁の仕方 がわかると楽

し いそうです 。伝統漁を守

っていきたいそうです。


